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こらっノ 

なんばしょっと〇 
武田イク講演会 

一 

3
月
 24 

目
、
武
田
イ
ク
さ
ん
を
講
師
に
招
 

い
て
第
4

回
文
化
講
演
会
が
総
合
会
館
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

開
演
前
よ
り
二
八
〇
席
は
満
席
と
な
り
、
会
 

場
に
入
場
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
臨
時
に
 

ビ
デ
オ
映
像
で
講
演
内
容
を
流
す
別
室
を
設
 

け
る
な
と
、
大
変
な
好
評
で
し
た
。
 

「
こ
ら
っ
ノ
な
ん
ば
し
ょ
っ
と
」
 
と
い
う
演
 

題
で
、
武
田
さ
ん
の
少
女
時
代
の
お
話
か
ら
、
 

息
了
の
鉄
矢
さ
ん
を
含
む
子
育
て
の
苦
労
話
 

な
と
を
、
笑
い
と
涙
で
会
場
を
埋
め
た
約
二
一
 

白
人
の
観
衆
は
、
二
時
間
を
越
え
る
講
演
を
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

「
お
母
さ
ん
方
。
い
ら
な
い
っ
て
思
う
子
ほ
 

と
月
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
子
は
、
き
 

っ
と
親
孝
行
を
し
ま
す
よ
。
」
講
演
を
終
え
る
 

前
の
、
武
田
さ
ん
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
 

で
し
た
。
 

一
日
父
親
事
業
 

春
休
み
の
3

月
 27 

目
、
町
内
の
母
了
 

（
父
了
）
家
庭
の
了
と
も
達
 38 

人
が
参
加
 

し
て
、
 

一
日
父
親
事
業
が
社
会
福
祉
協
議
 

会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
荒
尾
市
の
．
．
井
ク
リ
ー
ン
ラ
 

ン
ト
へ
行
き
、
参
加
し
た
子
と
も
達
は
、
 

到
着
後
す
ぐ
に
お
目
当
て
の
乗
物
へ
直
 

行
。
快
晴
の
空
の
ト
、
楽
し
い
 

目
を
過
 

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
予
ど
 

も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
思
い
出
づ
 

く
り
に
な
る
よ
う
、
 
一
層
の
事
業
充
実
を
 

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

)) 
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4 月1日から3日までの二泊三日、子供会育成連絡協議会王 

催のリーター講習会が、国立夜須高原少年自然の家で行われま 

した。 

今回は、小学校4年生から6年生の男子26人、女子2〇人の児 

童が参加し、夜須高原でおもいっきり自然と親しみました。 

講習会では、テントの設営、野外調理実習、キャンドルのつと 

いなど、学校や家庭では体験できない実習に子ども達は興味を 

示し、充実した講習会を無事終えるこ 

とができました。 

この三日間の体験を、地元の子供会活 

動に活かせてもらえたらと、役員一同願 

つています。 

ピッ力●ピッ力の 
新入生ノ 
金田小学校入学式 

平
成
7
年
度
の
小
、
中
学
校
の
入
学
式
が
、
 

4
月
7

日
と
 10 

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
 

の
新
入
生
は
、
小
学
校
が
一
二
〇
人
、
中
学
校
 

で
は
二
一
一
人
の
児
童
、
生
徒
が
楽
し
い
学
 

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

小
学
校
入
学
式
で
は
、
6
年
生
の
お
兄
ち
 

ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
受
付
か
ら
新
1

年
生
 

を
各
ク
ラ
ス
ま
で
案
内
し
、
式
が
始
ま
る
ま
 

で
の
時
間
、
紙
芝
居
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
緊
張
 

し
た
面
も
ち
の
新
入
生
を
歓
迎
し
て
、
式
典
 

へ
送
り
出
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
担
任
紹
介
な
と
に
続
き
、
2
年
生
 

全
員
に
よ
る
お
迎
え
学
芸
会
で
、
「
仲
良
く
し
 

よ
う
ね
」
「
給
食
お
い
し
い
よ
」
と
、
歌
と
踊
 

り
で
初
め
て
後
輩
と
な
る
ー
年
生
を
迎
え
ま
 

し
た
。
 

ゴ

III

は

…

？

 

お
家
ま
で
ノ
 

初
夏
の
日
差
し
を
受
け
て
、
屋
外
で
の
 

レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
っ
て
こ
い
の
 

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
金
田
ふ
れ
あ
い
ス
 

ポ
ー
ッ
公
園
で
も
、
休
日
に
は
多
く
の
人
 

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

写
真
は
、
休
目
明
け
の
朝
に
撮
影
し
た
 

も
の
で
す
。
桜
の
お
花
見
に
来
ら
れ
た
も
 

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
紙
皿
や
コ
ソ
プ
に
 

割
り
ば
し
、
食
べ
残
し
の
物
。
そ
し
て
、
子
 

ど
も
さ
ん
の
L
着
も
忘
れ
て
帰
っ
た
よ
う
 

で
す
。
公
園
に
は
、
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て
 

い
ま
す
が
、
利
用
者
の
多
い
と
き
は
満
杯
 

に
な
り
ま
す
。
 

ゴ
ミ
も
お
家
ま
で
持
っ
て
帰
る
よ
う
に
 

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
犬
の
散
歩
の
と
 

き
は
、
公
園
利
用
に
か
か
わ
ら
ず
フ
ン
の
 

後
始
未
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

山
本
一
博
 

昭
和
 49
 

年
寅
年
生
ま
れ
の
 

A
型
で
す
。
 

が

ん

ば

り

ま

す

。

 

今
年
の
新
規
採
用
で
、
金
田
町
教
育
委
 

員
会
H
会
教
育
課
で
務
め
る
こ
と
に
な
っ
 

た
山
本
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
自
 

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
金
田
町
の
た
め
に
な
 

る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
 

今
回
、
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
 

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
1
 

人
で
も
多
く
の
町
の
人
か
ら
顔
と
名
前
を
 

覚
え
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
 

あ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
 

会
人
l

年
目
と
い
う
こ
と
で
、
右
も
左
も
 

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
金
田
町
の
た
め
に
 

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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地
域
づ
く
り
講
演
会
と
 

座
談
会
 

3
月
 26 

H
、
前
福
岡
県
知
事
の
奥
田
八
 

氏
を
迎
え
、
「
県
政
 12 

勺
と
新
し
い
筑
豊
 

の
息
吹
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
が
ふ
れ
 

あ
い
塾
を
会
場
に
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
 

エ
ク
ト
チ
ー
ム
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
筑
豊
圏
内
の
ま
ち
づ
く
り
 

サ
ー
ク
ル
な
と
約
 60 

人
が
参
加
。
 

講
演
会
終
了
後
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
 

21 

人
と
、
奥
田
前
知
事
と
の
座
談
会
も
行
 

わ
れ
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
会
話
で
盛
り
上
 

が
り
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ふ
れ
あ
い
塾
へ
 

は
初
め
て
来
た
ば
か
り
の
人
が
多
く
、
「
ぜ
 

ひ
，
度
、
利
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
 

た。 日
王
山
車
い
す
登
山
と
 

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

4
月
 16 

日
、
福
智
山
歩
こ
う
会
主
催
で
、
 

ふ
れ
あ
い
日
王
山
車
い
す
登
山
が
、
身
体
障
 

害
者
療
護
施
設
「
月
の
輪
苑
」
の
入
所
者
6
 

人
と
、
北
九
州
市
在
住
の
方
1
人
が
参
加
し
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
、
歩
こ
う
会
会
員
約
 50 
人
 

と
、
金
田
町
職
労
、
体
育
振
興
協
議
会
の
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
車
い
す
の
方
1
人
ず
つ
を
 

担
当
に
、
7
班
に
分
か
れ
て
集
合
場
所
と
な
 

っ
た
役
場
を
出
発
。
 
一
行
は
、
ま
ず
、
ふ
れ
 

あ
い
塾
で
梅
の
苗
木
を
植
樹
し
て
、
そ
こ
で
 

合
流
し
た
、
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
 

「
つ
く
し
の
里
」
の
通
所
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
（
1
 

40 

人
と
ワ
ク
ワ
ク
ゆ
ら
ゆ
、
ら
橋
を
め
ざ
し
 

ま
し
た
。
 

m
一
一
ニ
三
」
一
 

二
三
一
 

（ 

ニ

ニ

三

三

ニ

三

 

ゲ
ー
ト
。
ハ
ー
ク
か
ら
橋
ま
で
続
く
階
段
 

を
、
車
い
す
を
持
ち
抱
え
る
人
、
障
害
者
の
 

方
を
背
負
う
人
、
両
脇
を
支
え
ら
れ
な
が
ら
 

自
分
の
足
で
登
っ
た
人
、
松
葉
杖
で
登
っ
た
 

人
、
階
段
は
少
し
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
橋
 

を
渡
る
皆
さ
ん
の
顔
は
、
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
 

で
し
た
。
 

そ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
町
 

職
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
準
備
し
た
ブ
タ
汁
で
 

昼
食
を
と
り
、
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
学
し
 

て
、
午
後
3
時
前
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
 

ふれあい塾通信 

」
議
臓
繊
静
繍
畷
機
m
 

.3 月～4月上旬の利用団体 

‘赤池力ッツ少年野球 

3 月25日～26日 

43人が参加。 

お別れ会と合宿をしました。 

金田中学校生徒会ト 

3 月27日～29日 

23名参加。 

生徒会役員としての、 

自覚を高め自治活動 

の基本を学ぶリータ 

ー合宿を行いしまた。 

▼空手道錬心館 

4 月1日～2日 19人参加。 

春の合宿をしました。 
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こ
の
日
、
4
後
l

時
か
ら
野
外
ス
テ
ー
ン
を
会
場
 

に
、
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
 

町
内
二
保
育
所
園
児
達
、
ロ
ソ
ク
バ
ン
ト
な
と
、
町
内
 

外
の
 14 

組
が
出
演
し
ま
し
た
。
 

車
い
す
登
山
で
参
加
し
た
つ
く
し
の
里
の
皆
さ
ん
 

が
飛
び
入
り
出
演
し
、
「
つ
く
し
の
里
の
歌
」
を
合
唱
、
 

約
三
〇
〇
人
の
見
学
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
の
日
王
山
一
帯
で
は
、
さ
わ
や
か
な
歌
声
 

と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

0 



年 

生涯1冊、年金手帳を大切にしましょう 

の手帳は 

年金の履歴書です 

長い間、年金を納めてきていさ請求というときに、 

加入した期間がわからないノ これは一大事。 

年金の記録がキチンと整理されていないと、それ 

だけ受給の手続きに時間がかかります。 

しかも、手帳に登録されていない記録があると、 

受け取る年金額に反映されません0 

就職や転職したときには、国民年金係に届け出を 

する〇会社に年金手帳を提出するなと、その都度 

その都度手続きが大切です〇 

Iこんにちは、保健婦です 

万病のもと0 
タバコよ、さようなら1 

皆さん、5月31日は何の日か知っていますか。 

一答えは、「世界禁煙デー」 です0 

この日からー週間は禁煙週間なのです。 

この機会に、タパコについて考えてみましょう。 

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
グ
《
 

タ
バ
コ
病
か
ら
 

わ
が
身
を
守
ろ
う
 

タ
ハ
 
コ
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
 

は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
タ
パ
 
コ
の
中
の
 

タ
ー
ル
は
、
全
身
に
害
を
及
ぼ
す
強
力
な
 

発
力
ン
物
質
を
含
ん
で
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
喫
煙
年
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
 

禁
煙
し
て
h
自
た
て
ば
タ
ハ
 
コ
の
影
響
 

は
、
ほ
と
ん
と
な
く
な
り
ま
す
。
 

タ
ハ
コ
は
「
病
気
の
原
因
の
中
で
、
（
r
 

防
の
効
果
が
期
待
で
き
る
最
大
の
も
の
l
 

と
い
わ
れ
、
喫
煙
者
に
と
っ
て
健
康
づ
く
 

り
の
第
一
歩
は
、
禁
煙
か
ら
と
い
え
る
で
 

し 
よ 

つ 

コ
ツ
を
お
さ
え
て
 

上
手
に
禁
煙
す
る
 

タ
ハ
コ
を
吸
う
人
の
 70 

％
が
、
禁
煙
し
 

た
い
と
思
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

禁
煙
て
き
す
に
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
〔
 

、

＼

＞

ノ

 

、、乙 

」・木 

煙 
す 
る
と
3

、
ー
目
で
、
体
内
の
一
一
 

コ
チ
ン
は
排
出
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
」
 

の
3

目
間
の
禁
断
症
状
（
頭
痛
、
ィ
ラ
イ
 

ラ
、
集
中
力
の
低
ド
な
ど
）
を
、
い
か
に
 

乗
り
越
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
て
す
。
 

そ
れ
で
も
 

や
め
ら
れ
な
い
人
は
・
・
・
 

で
き
る
だ
け
タ
パ
 
コ
の
害
を
少
な
く
 

す
る
よ
う
努
力
し
て
み
ま
し
ょ
う
c
 

●
で
き
る
だ
け
本
数
を
減
ら
す
〔
 

●
一
本
を
吸
う
回
数
を
減
ら
し
、
長
く
て
 

も
捨
て
る
。
 

●
部
屋
を
こ
ま
め
に
換
気
す
る
c
 

●
煙
を
深
く
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
 

る
 

●
ヒ
タ
ミ
ン
A

、
c
、
E

を
積
極
的
に
摂
 

る
一
（
発
力
ン
物
質
の
働
き
を
抑
え
ま
 

+

9

( 

)
 

2 
寝起きのー服の代わ 
りに、ぐつとコッブ 
―杯の水を飲みます。 

． タパコ’灰皿‘ライ 

I タ一を措てることか 

■ ら始めます。 

熱 コツをおさえて 
上手に禁煙する 

6 酉の席を控えます。 3 食後のー服したくなる 
前に、席を立らます。 

踊 報 

体調巷くずした 
ときこそ、絶好 
の禁煙のチャン 
スです。 

10 7 
列車、飛行機、レスト 
ランは禁煙席にすわり 
ます。 

ビタミンA・C・Eを 

積極的に摂りましよう。 

/／一体においしい、もう一品 へ 

「 ブロッコリーとセロリのスープ煮 

材料（1人分） 37kca l 塩分0. 9g 

セロリ・・・30g、ブロツコリー・・・70g 

(＠スーブ1/2力ッブ、しようゆ小サ 

ジ1、こしよう少々） 

作り方 

①セロリはすじを除き幅L5cmに切 

j る。フロツコリーは少房に分ける。 

②なべにセロリとフロツコリー、 

＠を入れてやわらかくなるまで 

煮る。 

根菜の妙めごまあえ 

材料（1 人前）104 kcal 塩分 1.2g 

こぽう・・・20g、にんじん…20g、もど 

した干し椎茸・・・1 枚、ゆがいたしら 

たき・・・20g、ピーマン・・・％個、こま 

油…小サジ1 

(＠しようゆ小サジ1、みりん小サ 

ジ1、酒小サジ1、塩少々） 

作り方 

①こぼうは斜め薄切り、にんじん、 

椎茸、ピーマンは太めの千切り 

にする。 

しらたきは食ぺやすく切る。 

J
 

b
ー
‘
、
A
コ
七
官
 

‘ーd
ノ
ゴ
I
食
 

5
月
短
歌
教
室
詠
草
 

タ
つ
日
を
背
に
帰
り
来
し
鳩
の
群
わ
が
 

家
の
空
を
ふ
た
廻
り
せ
り
 

阿
部
 
重
宏
 

ワ
ー
プ
ロ
を
打
つ
指
先
も
弾
み
を
り
友
 

ら
の
歌
を
本
に
せ
む
と
て
 

藤
林
 
俊
信
 

木
犀
の
花
の
盛
り
を
よ
ー
つ
し
や
な
く
夜
 

の
嵐
は
散
ら
し
て
去
り
ぬ
 

市
丸
須
磨
子
 

教
え
子
の
「
無
事
で
し
た
よ
」
の
一
」
」
『
に
 

言
葉
も
つ
ま
る
阪
神
地
震
 

加
治
 
智
子
 

簡
単
と
医
師
は
す
す
む
る
眼
の
手
術
そ
 

の
気
に
な
り
の
る
夫
に
戸
惑
ふ
 

加
来
ス
マ
子
 

色
腿
せ
て
古
ひ
し
扇
子
の
捨
て
難
し
吾
 

娘
修
学
旅
行
の
お
土
産
な
れ
ば
 

山
口
 

倭
子
 

も
ー
つ
一
度
行
さ
た
さ
思
い
長
崎
へ
連
れ
 

立
ち
行
き
し
夫
も
子
も
な
く
 

井
手
元
智
恵
子
 

種
播
き
の
時
期
遅
れ
じ
と
痛
む
身
を
だ
 

ま
し
だ
ま
し
つ
つ
畑
耕
し
む
 白

石
 
幸
造
 

半
生
を
ペ
ッ
ト
で
暮
ら
す
親
友
に
育
て
 

し
花
の
小
鉢
持
ち
ゆ
く
 

香
月
ミ
サ
ヲ
 

②フライパンに油を熱し、野菜を 

妙めて＠とあえる。 
×一一一 ノ 

わ
か
ら
さ
る
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
の
多
け
 

れ
ば
辞
書
を
片
手
に
学
も
楽
し
 

三
村
 

和
子
 

田
の
畔
に
子
供
あ
そ
は
す
若
さ
母
一
つ
し
 

ろ
向
き
向
き
芹
を
つ
み
い
る
 上

原
 
安
子
 

靖
国
の
宮
に
詣
で
ぬ
出
精
の
兄
は
若
く
 

て
漂
々
し
か
り
に
き
 

久
保
 

の
ぶ
 

寒
蘭
の
花
に
面
影
偲
ば
む
と
形
見
と
な
 

り
し
鉢
に
水
や
る
 

岡
野
富
司
生
 

し
ろ
が
ね
の
さ
さ
な
み
光
る
県
庁
の
灯
 

り
を
受
け
し
堀
の
水
面
は
 

白
石
 
信
子
 

話
す
こ
と
あ
る
よ
ー
つ
で
な
し
妻
の
傍
点
 

滴
の
落
つ
る
速
度
の
遅
し
 

福
田
 

日
日
 

い
ろ
い
ろ
と
考
え
あ
く
ね
て
外
見
れ
ば
 

音
の
な
き
ま
ま
雪
の
降
り
ぬ
る
 

千
手
佐
起
子
 

皮
の
み
の
梅
の
古
木
も
春
く
れ
ば
花
咲
 

実
る
力
も
ち
な
り
 

稲
富
み
つ
子
 

さ
き
が
け
て
狭
庭
に
咲
き
し
金
議
花
め
 

く
り
の
土
を
少
し
ほ
く
し
ぬ
 佐

竹
喜
久
雄
 

0 ●
 



11th 
飯塚国際車いすテニス大会 

5月24 日（水） '28 日（日） 

8時～16時 
ところ ふれあいスポーツ公園 

テニスコートほか 
雨天の場合 

筑豊ハイツ庄内町体育館・せき損センターほかでおこなわれます 

ント 
情報 

国際交歓会（写真は昨年のものです） 

5月26 日（金）18時～ 
ところ ふれあいスポーツ公園 

または、町民会館 
車いすテニス出場の各国の選手の交流会です。 
どなたでも参加は自由ノ 

お問い合わせ 社会教育課 谷22 -2200 

保
健
●
福
祉
 

予
防
接
種
 

●
 
ポ
リ
オ
 

5
月
 25 

H
 

（木） 

会
場
 
町
民
会
館
 

時
間
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

健
康
相
談
 

ノ
）
ー
I
H
牙
 

／
ョ
」
川
‘
ー
 

D
月
 12 

目
（
金
）
 

13 

時
、
 15 

時
 

会
場
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

母
子
保
健
 

●

乳

児

相

談

 

毎
月
第
三
金
曜
目
 

5
月
 19 

目
（
金
）
 

10 

時
、
 11 

時
 

会
場
 
役
場
仮
‘
月
舎
 

補
聴
器
相
談
 

旬
月
第
：
金
曜
目
 

5
月
 19 

H

（金） 

会
場
 
役
場
庁
舎
 

心
配
ご
と
相
談
 

5
月
 17 

H

（水） 

9
時
、
 10 

時
 

会
場
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

福
祉
課
 
谷
2
2
1
6
6
6
4
 

身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談
 

5
月
 10 

目
（
水
）
香
春
町
中
央
公
民
館
 

5
月
 17 

目
（
水
）
糸
田
町
町
民
体
育
館
 

5
月
 31 

目
（
水
）
川
崎
町
町
民
会
館
 

各
会
場
と
も
 10 

時
、
 15 

時
 

（
受
付
時
間
は
、
 14 

時
 30 

分
ま
で
）
 

⑨
注
意
し
て
く
だ
さ
い
 

相
談
に
来
る
と
き
は
、
「
身
体
障
害
者
 

手
帳
」
「
印
鑑
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
 

い。 月
鼻
科
、
眼
科
に
つ
い
て
は
、
q
前
 

中
に
予
備
検
査
、
り
後
か
ら
診
療
に
 

な
り
ま
す
 

戦
傷
病
者
の
補
装
具
相
談
に
つ
い
て
 

は、 
10 

目
の
香
春
町
中
央
公
民
館
で
 

行
い
ま
す
。
ま
た
今
回
は
、
内
部
障
 

害
者
に
つ
い
て
は
、
対
象
外
で
す
。
 

くらしのlnforma tion 第21回町民体育祭 
5月21日（日）8時30分～ 

ふれあいスポーツ公園 
（雨天の場合は中止です） 

B
&G
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

今
自
も
5
月
ー
目
か
ら
、
艇
 

庫
開
き
を
し
て
、
皆
さ
ん
に
 

カ
ヌ
ー
・
ョ
ッ
ト
な
と
の
ス
 

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
て
い
た
 

」
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
 

露
 
し
た
が
、
町
勺
か
ら
の
渇
 

（
一
水
に
よ
っ
て
、
占
谷
池
の
 

了
 
水
位
が
n
レ
吊
に
も
と
る
 

瞬
 
ま
で
艇
廊
開
き
を
延
期
 

し
ま
す
。
 

池
の
水
位
が
戻
り
し
だ
 

‘ 

い
に
、
艇
庫
を
開
放
 

い
た
し
ま
す
。
 

募
 

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

●
題
 

材
 

・
水
産
業
な
ら
び
に
海
と
そ
の
生
活
 

に
関
す
る
も
の
 

・
漁
業
、
漁
港
、
市
場
、
海
浜
、
漁
村
 

風
景
、
海
の
生
物
に
関
す
る
も
の
 

●
部
門
・
応
募
資
格
 

中
学
生
の
部
 

・
高
校
パ
の
部
 

般
の
部
 

●
サ
イ
ズ
・
応
募
方
法
 

サ
ー
ピ
ス
版
（
一
般
は
キ
ャ
ビ
ネ
 

版
以
L

）
、
4

つ
切
の
カ
ラ
ー
及
び
 

白
黒
プ
リ
ン
ト
、
ス
ラ
イ
ド
可
。
 

画
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま
 

た
は
在
学
学
校
名
、
学
年
、
連
絡
先
電
 

話
番
号
、
撮
影
目
、
場
所
、
撮
影
デ
ー
 

タ
を
記
人
し
た
応
募
票
を
作
品
の
裏
 

面
に
テ
ー
プ
で
貼
り
、
郵
送
し
て
く
 

だ
さ
い
。
ス
ラ
イ
ド
は
直
接
ワ
ク
に
 

画
題
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
人
。
 

●
受
付
期
間
 

8
月
ー
目
ま
で
 

〒
1
0

ー
 

東
京
都
千
代
田
区
内
 

神
田
ー
ー
ー
ー
 12 

コ
ー
プ
ピ
ル
全
漁
連
漁
政
課
内
 

「第 
15 

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
 

谷
0
3
1
3
2
9
4
1
9
6
1
3
 

ごさ.7年4月から 

鴛便番号F(ナられましオ 
舞鱗 

サノガ育号で／ 

舞認畿I＃な 
、ノ ‘vI くメ 

福岡県パスポートセンター 

移転のお知らせ 
海外旅行をするときに必要なパスポートの発給 

業務を行なっていた県庁旅券発給室が5月1日 

（月）から移転しました。 

福岡県パスポートセンター（アクロス福岡3F) ●移転先 
福岡県パスポートセンター 

地下鉄天神駅より徒歩2分 

西鉄福岡駅より徒歩4 分 

●電話 

' 092 -725 -9001 

●テレホンサービス 

谷 092 一725 一9002 

●受付時間 
月～金曜日 

8時45分～16時30分 

（土、日、祝日、年末年始は休み 

です） 

集
 

B
&
G

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

「
水
と
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
る
地
球
」
 

●

テ

ー

マ

 

「
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」
 

「
海
洋
環
境
保
全
部
門
」
 

●
応
募
規
定
・
方
法
 

応
募
資
格
は
小
学
生
か
ら
一
般
の
 

方c

角
品
は
未
発
表
の
も
の
で
応
募
 

点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

写
真
は
、
サ
ー
ピ
ス
サ
イ
ズ
ー
六
つ
 

切
サ
イ
ズ
ま
で
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
 

ま
た
は
白
黒
プ
リ
ン
ト
に
限
り
ま
す
。
 

（
台
紙
や
パ
ネ
ル
に
貼
ら
ず
に
提
出
）
 

作
晶
の
裏
面
に
は
、
氏
名
、
性
別
、
年
 

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
作
品
の
タ
イ
 

ト
ル
な
ど
を
記
人
し
た
応
募
票
を
貼
 

っ
て
、
B

&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
温
水
 

プ
ー
ル
）
に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
次
 

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〒
1
3
5
 

東
京
都
江
東
区
深
川
ー
1
6
1
3
 

（
財
）
フ
ル
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
 

ラ
ン
ド
 

「B

&
G

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
」
 

●
受
付
期
間
 

8
月
 31 

H
ま
で
 

お
問
い
合
わ
せ
 

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

（
温
水
プ
ー
ル
）
 

谷
2
2
1
5
8
6
8
 

0
 

0 



簿
記
検
定
試
験
の
ご
案
内
 

●
日
 

時
 
6
月
 11 

目
（
目
）
 

●
受
験
料
 

一
級
 

一一一級 

四
級
 

級 級 

一一一級 

・
四
級
 

7
千
円
 

二
級
 

2
千
円
 

1
千
5

百
円
 

0
) hJ
、

 

。、」にJ
、
 

ー
甘
 

.HJ 

亡
ー
H
J
 

●
会
 
場
 
福
智
高
等
学
校
 

●
申
込
締
切
 
5
月
m

目
（
水
）
ま
で
 

お
問
い
合
わ
せ
 

田
川
商
工
会
議
所
容
 44 

1
3
1
5
0
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
 

準
備
講
習
会
 

平
成
7

年
度
第
一
回
危
険
物
取
扱
者
 

試
験
と
準
備
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
 

い
ま
す
。
 

●
危
険
物
取
扱
試
験
 

目
 
時
 
6
月
 18 

H

（目） 

会
 
場
 
近
畿
大
心
J
九
州
L
学
部
 

試
験
種
類
 
乙
種
第
一
、
四
類
・
内
種
 

●
準
備
講
習
会
 

目
 
時
 
6
月
 11 

目
（
日
〕
 

会
 
場
 
田
川
地
区
消
防
本
部
 

●
受
 
付
 

5
月
9

日
（
火
）
ま
で
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

※
申
込
に
必
要
な
書
類
は
、
消
防
本
 

部
の
ほ
か
に
金
田
分
署
に
も
準
備
 

し
て
い
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
 

公
 44 

1
0
6
5
0
 

特
別
減
税
説
明
会
の
ご
案
内
 

●
日
 

時
 
5
月
 19 

目
（
金
 

ハnv
」J
、
。
乙
E
寸
 

ー

日

 

・
ー
廿
 

（ソJ

」
手
、
一
に
J
十
丁
 

ー
廿
 

ー
H
 

●
会
 
場
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

5
月
 31
 

日
は
 

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。
 

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動
申
 

税
は
5

月
 31 

目
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
 

ま
し
ょ
う
。
 

自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

県
税
事
務
所
へ
。
 

谷
 44 

1
8
1
1
1

（
内
線
2
1
4
番） 

国
税
専
門
官
募
集
 

（
大
学
卒
業
見
込
程
度
）
 

福
岡
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

●
受
験
資
格
 

昭
和
 43 

年
4

月
2

目
、
昭
和
 49 

年
4
 

月
l

目
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

●
受
付
期
間
 

5
月
8

目
、
 15 

目
 

●
試
験
日
 

6
月
 17 

・ 18 

目
 

●
試
験
会
場
 

福
岡
大
学
高
官
校
舎
 

申
込
な
と
の
詳
細
は
、
 

福
岡
国
税
局
課
人
事
第
ニ
課
 

谷
0
9
2
1
4
1
1
1
0
0
3

ー
 

ま
た
は
、
田
川
税
務
署
ま
で
。
 

谷
 44 

1
0
4
3
0
 

職
業
講
習
の
ご
案
内
 

せ
き
髄
損
傷
者
職
業
セ
ン
タ
ー
は
、
 

障
害
を
も
っ
た
方
で
職
業
的
自
立
を
目
 

指
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
就
職
に
必
 

要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
た
職
業
講
習
を
ド
記
の
と
お
 

り
実
施
し
ま
す
。
 

●
講
習
の
種
類
及
び
時
期
 

(L
、
目
、
祝
祭
目
の
講
習
は
除
く
）
 

◇
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
講
座
（
4
週
間
程
度
）
 

第
ー
期
5

/
8
、
 
第
2
期
6

/
 18 

、
 

第
3
期
9

/
4
 

、

》

 

第
5
期
 11 

/
 27 

、
 
牙’ 牙l 

6 1 
期 期 
2 10 
// 
5 16 
i 、 

◇
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
（
8
週
間
程
度
）
 

第
ー
期
5

/
8

、
 
第
2

期
8

/
 21 

、
 

第
3
期
 10 

/
 23 

、
 
第
4
期
l

/
8

、
 

◇
O
A
事
務
（
4

カ
月
程
度
）
 

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

◇
経
理
事
務
（
4

カ
月
程
度
）
 

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

●
講
習
時
間
及
び
場
所
 

全
コ
ー
ス
 

9
時
、
 12 

時
 

せ
き
髄
損
傷
者
職
業
セ
ン
タ
ー
 

o
A
講
習
室
 

●
そ
の
他
 

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
通
所
の
 

た
め
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
 

す
。
視
覚
障
害
者
は
、
機
器
不
備
の
 

た
め
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。
 

お
問
い
合
せ
 

せ
き
髄
損
傷
者
職
業
セ
ン
タ
ー
 

職
業
評
価
課
（
総
合
せ
き
損
セ
ン
 

タ
ー
）
飯
塚
市
伊
岐
須
5
5
0
1
4
 

谷
0
9
4
8
1
2
4
1
7
5
0
0
 

内
線
2
3
1

・
2
3
7
番
 

ー

／

 

検
察
審
査
会
の
 

こ
理
解
に
つ
い
て
 

検
察
制
度
の
民
主
化
の
た
め
に
、
世
 

界
で
も
類
の
な
い
我
が
国
独
自
の
制
度
 

で
す
。
検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
裁
判
 

所
に
 11 

人
の
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
任
 

期
は
6

カ
月
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
「
く
 

じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
検
察
官
が
行
っ
た
不
 

起
訴
処
分
の
当
否
に
つ
い
て
審
査
の
申
 

込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
国
民
の
立
場
で
 

審
査
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
 

査
協
会
で
は
、
制
度
の
普
及
発
展
に
努
 

め
て
い
ま
す
。
協
会
の
運
営
は
会
員
の
 

会
費
と
有
志
の
特
別
寄
付
に
よ
る
も
の
 

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
余
暇
を
さ
い
て
 

の
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
 

と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

金
田
町
の
理
事
は
、
松
尾
勤
さ
ん
、
石
 

川
明
さ
ん
、
大
堀
マ
サ
エ
さ
ん
で
す
。
 

田
川
審
査
協
会
 
会

長

永

尾

 
富
男
 

犬
の
放
し
飼
い
は
 

ヤ
・
メ
・
テ
ノ
 

4
月
4

目
、
沖
縄
県
石
川
市
で
飼
い
 

犬
に
よ
る
咳
殺
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
 

い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
 

犬
に
よ
る
咳
傷
事
故
の
ほ
と
ん
と
が
無
 

責
任
な
飼
い
主
の
飼
育
が
原
因
で
発
生
 

し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
 

ー
．
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
 

で
く
だ
さ
い
。
 

浪費家で借金ばかりする妻がいて困るとき 

A さんの妻は、昔から浪費癖かあったが、最近はその傾向が 

ますます強くなり、やたらといろいろな物を買ってはそれを気 

前よく他人に与えていい気になっている。しかも、高価な物に 

手を出すあまり、かなりの借金までするようになった。妻の浪 

費は一種の病気と諦めていたA さもんも、多額の借金までする 

ようになっては、黙って見過ごすことはできない。勝手に借金 

できないようにするためには何かよい方法はないものだろう 

か。浪費家とは、前後の思慮もなく財産を使い果たしてしまう 

性癖のある者をいいますが、こうした者が身内にいると、心配 

の種は尽きないものでしょう。何度も注意しても、つい衝動的 

にお金を使ってしまうからです。それは、欲求不満のはけ口と 

なっている場合もあろうし、病的な性癖からくる場合もあるで 

しょう。だが、こういう人を妻に持つと、夫は不運です。いく 

ら稼いでも、ザルに水を注ぐようなものです。特に、借金まで 

するようになると、ことは重大です。 

浪費者が勝手に重要な財産上の行為をできないようにするた 

めには、準禁治産者宣告をしてもらうのもーつの方法です。 

民法第11条では、心身耗弱者と並べて浪費者についても準禁治 

産者になし得ることを定めています。準禁治産者というのは、 

一定の財産上の行為については、保佐人の同意がなlナオ1ばでき 

ないもののことです。準禁治産宣告は、本人、配偶者、四親等内 

の親族または、検察官の申し立てにより、家庭裁判所が審判に 

よってその必要性を判定した上でなされることになっていま 

す。準禁治産者には保佐人がつけられますが、夫婦の一方が準 

禁治生者になれば、その配偶者が保佐人となります。保佐人の 

同意がなければ単独で、借財等民法で制約された行為をすると 

取り消すことができます。準禁治産者が勝手に金銭貸借契約を 

結んでも、あとから取り消されると、その法律行為は、はじめか 

ら無効とされて、借りている金銭は、浪費してしまった分を除 

いた手元に残った分などしか返済しなくてよいことになってい・ 

ます。 

ノ 

ワンポイント 

ノ
リ
の
大
敵
は
湿
気
で
す
 

一
度
し
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
味
 

も
香
り
も
抜
け
て
し
ま
つ
て
、
元
 

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
湿
気
を
避
け
 

て
ノ
リ
を
保
存
す
る
に
は
、
缶
に
 

入
れ
て
密
封
し
、
冷
蔵
庫
に
保
管
 

し
ま
す
。
こ
ー
つ
す
れ
ば
、
 

一
年
く
 

ら
い
は
し
け
ら
せ
な
い
で
保
存
が
 

で
き
ま
す
。
使
一
つ
と
き
は
、
冷
蔵
 

庫
か
ら
出
し
、
し
ば
ら
く
室
内
に
 

お
い
て
、
容
器
が
室
温
と
同
じ
に
 

な
つ
て
か
ら
缶
を
開
け
ま
す
。
缶
 

が
冷
た
い
ま
ま
ノ
リ
を
取
り
出
す
 

と
、
空
気
中
の
湿
気
が
ノ
リ
に
つ
 

き
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
 

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
存
し
て
も
、
 

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

味
も
香
り
も
抜
け
た
ー
つ
え
に
し
 

け
て
し
ま
つ
て
も
、
ノ
リ
を
捨
て
 

る
の
は
も
つ
た
い
な
い
も
の
で
す
。
 

そ
こ
で
、
ノ
リ
の
佃
煮
を
つ
く
る
 

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
半
帖
の
 

ノ
リ
を
大
き
く
ち
ぎ
り
、
目
の
細
 

か
い
ザ
ル
に
入
れ
ま
す
。
水
の
入
 

（古くなったノリの使い方） 

佃煮をつくってみよう 

つ
た
ボ
ー
ル
に
ザ
ル
ご
と
 

つ
け
、
ノ
リ
が
ふ
や
け
る
 

ま
で
待
ち
ま
す
。
ふ
や
け
 

た
ら
、
軽
く
水
気
を
切
っ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

鍋
に
し
よ
ー
つ
油
大
さ
じ
五
杯
、
 

酒
と
み
り
ん
を
各
大
さ
じ
二
杯
、
 

砂
糖
小
さ
じ
一
杯
を
入
れ
、
ノ
リ
 

を
入
れ
て
弱
め
の
中
火
に
か
け
ま
 

×
 

す
。
煮
立
っ
た
ら
ハ
シ
で
か
き
ま
 
ノ 

ぜ
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
ま
 

し
よ
ー
つ
。
煮
る
と
き
に
赤
唐
辛
子
 

を
一
本
入
れ
る
と
風
味
が
出
ま
す
。
 

よ
く
冷
ま
し
て
か
ら
広
ロ
の
瓶
に
 

詰
め
て
ふ
た
を
し
、
冷
蔵
庫
で
保
 

存
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み
や
す
い
 

の
で
、
四
、
五
日
に
一
度
は
、
煮
返
 

し
が
必
要
で
す
。
 

ノ
リ
の
油
焼
き
を
試
し
て
み
ま
 

し
よ
ー
つ
。
 

一
枚
の
ノ
リ
を
、
ハ
サ
ミ
で
ハ
 

枚
に
切
り
ま
す
。
つ
る
り
と
し
た
 

片
面
に
ハ
ケ
で
ご
ま
油
を
薄
く
ぬ
 

り
、
赤
唐
辛
子
の
粉
を
少
し
ふ
り
 

ま
す
。
ご
ま
油
を
ぬ
っ
た
ほ
ー
つ
を
 

二
枚
合
わ
せ
、
外
側
の
両
面
を
強
 

め
の
中
火
で
パ
リ
ッ
と
あ
ぶ
り
ま
 

す
。
ノ
リ
の
油
焼
き
は
、
酒
の
さ
 

か
な
に
も
い
い
一
品
で
す
。
 

×
 

2
．
気
性
の
荒
い
犬
や
、
大
型
犬
の
散
歩
 

の
と
き
は
必
ず
首
輪
を
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

3
．
犬
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
 

い
。
（
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
は
保
健
 

所
で
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。
）
 

4
．
犬
は
最
後
ま
で
、
責
任
を
も
っ
て
飼
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

5
．
野
良
犬
に
は
絶
対
ェ
サ
を
与
え
な
 

い
で
く
だ
さ
い
。
（
野
良
犬
に
エ
サ
 

を
与
え
る
と
、
そ
の
中
心
に
群
を
つ
 

く
り
、
近
づ
く
人
を
敵
と
見
な
し
て
 

襲
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）
 

あ
驚
蔵
か
い
蕪
憲
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
蔵
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
事
業
の
充
 

実
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
香
典
返
し
）
 

故
 
辰
島
 

猛
 
様
 

故 故 

上
金
田
 
辰
島
 
忠
人
 

井
上
 

ス
マ
 

様
 

敷
島
町
 
井
L
 
節
正
 

中
本
 
亀
次
 
様
 

新
 
町
 
中
本
 

様 様 

茂
 
様
 

故
 
中
村
ナ
ヲ
ェ
 

様
 

宝
 
見
 
中
村
マ
サ
ェ
 

様
 

故
 
春
永
 

勇
 
様
 

L
十
石
 
春
永
 
武
利
 
様
 

U
 

×ー
 

パ
ノ
ラ
マ
た
が
わ
 

イ
 、 ，

 
シ
，
「
「
一
《
ー
 

。‘(hv 

《
「
・
・
 

,
 
'

H

H
【

甘

 
丁
L
n
ノ
」
一
，
（
乙
〈
一
、
、
・
ー
 

●
糸
m
町
祇
園
祭
 

5
月
 13 

日
（
土
）
ー
 14 

日
（
日
）
 

と
こ
ろ
 

町
内
全
域
 

●
男
女
混
合
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

5
月
 28 

日
（
日
）
 

8
時
 30 

分
ー
 

と
こ
ろ
 

町
民
体
育
館
 

【
赤
池
町
谷
囲
2
o
o
4
 

●
町
民
文
化
祭
 

「
芸
能
発
表
会
」
 

5
月
 13 

日
（
土
）
ー
 14 

日
（
目
」
 

い
ず
 11 

も
 19 

時
ー
 

と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
会
 

●
町
民
体
育
祭
 

5
月
 21 

日
（
日
）
 

8
時
 30 

分
ー
 

と
こ
ろ
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

．
香
呑
町
容
⑩
2
5
1
 

●
町
民
体
育
祭
 

5
月
 14 

日
（
日
）
 

9
時
ー
 

一 

と
こ
ろ
 
勾
金
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

●
ふ
 11 

あ
い
朝
市
 

毎
週
日
曜
日
 
8
時
、
 

と
こ
ろ
 

役
場
前
広
場
 

！
方
城
町
谷
⑩
0
5
2
O
 

●
弁
城
地
区
神
幸
祭
 

5
月
 13 

日
ー
 14 

日
 

●
農
産
物
直
売
ふ
れ
あ
い
市
 

毎
週
土
曜
日
 
10 

時
、
 

と
こ
ろ
 

町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
前
 

！
赤
 
村
谷
⑩
3
0
0
 

●
都
市
と
の
交
流
農
村
体
験
 

ザ
・
田
植
え
 

〇
後
山
地
区
 

5
月
4

日
1
5

日
 

〇
見
取
地
区
 

5
月
 27 

日
、
 28 

日
 

土
曜
日
 

15 

時
 30 

分
受
付
 

日
曜
日
 

9
時
よ
り
田
植
え
 

●
神
幸
祭
 

5
月
4

日
、
5

日
 

と
こ
ろ
 
村
内
全
域
 

●
村
民
体
育
大
会
 

5
月
 14 

日
 
9
時
、
 

と
〉
」
ろ
 

コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
 

！
添
田
町
篇
1
2
3
1
 

●
添
田
神
幸
祭
 

5
月
烏
日
（
土
）
、
 14 

日
（
日
）
 

添
田
駅
前
周
辺
 

●
英
彦
山
山
開
き
 

5
月
 28 

日
（
日
）
 

当
日
は
、
英
彦
山
中
岳
山
頂
で
 

記
念
タ
オ
ル
配
布
予
「
疋
 

【
大
任
町
谷
圃
3
0
0
0
 

●
町
民
体
育
大
会
 

5
月
 14 

日
（
日
）
 

9
時
、
 

と
こ
ろ
 
大
任
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ト
 

●
少
年
野
外
ス
ク
ー
ル
 

5
月
 27 

日
（
土
）
 

13 

時
5
 

と
こ
ろ
 
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
 

【
田
川
市
貧
岡
2
0
0
0
 

●
風
治
八
幡
神
社
川
渡
り
神
幸
祭
 

と
こ
ろ
 
英
彦
山
川
河
川
敷
 

5
月
 20 

日
 
16 

時
開
始
 

21 

日
 
14 

時
 30 
分
開
始
 

●
春
日
神
社
神
幸
祭
 

5
月
 27 

日
、
 28 

日
 

と
こ
ろ
 

J
R

田
川
後
藤
寺
駅
前
 

（
岩
戸
神
楽
ほ
か
）
 

●
幸
せ
を
ひ
ら
く
健
康
展
 

5
月
 27 

日
ー
 28 

日
 

と
こ
ろ
 

田
川
市
総
合
体
育
館
 

田
川
保
健
セ
ン
タ
ー
 

1 

！
川
崎
町
翁
3
0
0
0
 

イ 

~ 
広 
場 

●
町
民
イ
ン
デ
ィ
ァ
カ
大
会
 

5
月
7

日
（
日
）
 

9
時
、
 

と
こ
ろ
 
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

●
町
民
野
球
大
会
 

5
月
7

日
（
日
）
 

8
時
 30 

分
、
 

と
こ
ろ
 
町
民
運
動
公
園
ほ
か
 

●
町
民
壮
年
ソ
フ
ト
大
会
 

5
月
 21 

日
（
日
）
 

と
こ
ろ
 
町
民
運
動
公
園
ほ
か
 

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
オ
ー
プ
ン
大
会
 

5
月
 21 

日
（
日
）
 

9
時
ー
 

と
こ
ろ
 
町
民
会
館
 

×  ノ 

e 



みんなで登ったョ0 日王山親子ふれあい登山 

3
月
 26 

日
、
金
田
町
民
会
議
の
 

主
催
に
よ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
登
山
 

が
、
8
家
族
を
含
む
約
 40 

人
が
参
 

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

10 

時
 30 

分
に
ス
ポ
ー
ッ
公
園
野
 

外
ス
テ
ー
ジ
を
出
発
し
た
皆
さ
ん
 

は
、
途
中
吊
り
橋
を
経
由
し
て
、
 

二
時
間
余
り
で
山
頂
に
到
着
。
 

昼
食
を
終
え
て
、
町
史
編
さ
ん
委
 

員
の
福
田
さ
ん
か
ら
、
日
王
山
に
 

ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
て
下
山
し
ま
 

し
た
。
 

午
後
2
時
 30 

分
、
全
員
無
事
に
ふ
 

れ
あ
い
塾
に
到
着
し
、
「
支
え
る
会
」
 

が
準
備
し
た
、
ぜ
ん
ざ
い
で
登
山
 

の
疲
れ
を
い
や
し
解
散
し
ま
し
 

た。 
こ
の
日
は
、
黄
砂
の
影
響
が
少
 

な
く
山
頂
か
ら
は
玄
界
灘
が
見
え
 

ま
し
た
。
 

編
集
後
記
 

野
外
に
遊
び
に
出
か
け
る
に
は
、
気
 

持
ち
の
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
ヒ
マ
は
あ
 

れ
ど
、
金
も
な
く
、
こ
の
一
年
は
友
達
 

か
ら
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
い
。
多
少
 

の
お
声
は
あ
る
も
の
の
 
「
月
の
中
旬
？
・
 

ダ
メ
」
「
次
の
日
曜
日
？
ゴ
メ
ン
」
 
っ
て
 

な
具
合
で
、
め
っ
き
り
寂
し
く
な
り
ま
 

し
た
。
 

さ
て
、
高
校
時
代
か
ら
不
規
則
な
食
 

生
活
の
た
め
か
、
毎
月
襲
っ
て
く
る
編
 

集
時
期
の
コ
ン
ビ
ニ
生
活
の
た
た
り
な
 

の
か
、
体
の
目
方
は
か
さ
む
一
方
で
、
 

減
量
を
試
み
る
も
の
の
、
以
前
だ
っ
た
 

ら
二
週
間
で
5

聡
を
落
と
す
の
は
楽
だ
 

っ
た
が
、
今
じ
ゃ
2

醜
減
量
も
む
ず
か
 

し
い
。
た
し
か
に
、
油
っ
ぽ
い
食
事
は
 

嫌
い
な
方
で
は
な
い
が
、
や
は
り
煮
物
 

の
方
が
好
き
。
。
ハ
ン
よ
り
は
御
飯
、
肉
 

よ
り
は
魚
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
よ
り
は
し
ょ
 

う
ゆ
味
と
、
二
〇
代
後
半
か
ら
味
覚
が
 

変
化
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
 

ル
コ
ー
ス
よ
り
（
あ
ま
り
食
っ
た
こ
と
 

は
な
い
が
）
、
ブ
リ
大
根
と
白
米
で
大
喜
 

び
。
さ
と
い
も
の
煮
物
な
ん
か
が
あ
れ
 

ば
至
福
の
時
0

こ
の
噌
好
の
変
化
は
、
 

三
〇
代
を
過
ぎ
れ
ば
、
み
ん
な
が
そ
う
 

な
る
も
の
だ
と
い
う
固
定
観
念
を
も
っ
 

て
い
ま
し
た
。
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
 

お
父
さ
ん
用
、
子
ど
も
用
と
区
別
し
た
 

料
理
が
食
卓
に
は
並
ん
で
い
た
が
、
今
 

の
ご
時
世
、
分
け
て
出
し
て
も
ら
え
る
 

ほ
ど
の
父
親
の
権
威
が
な
く
な
っ
た
の
 

か
、
愛
す
る
奥
様
の
手
抜
き
な
の
か
、
 

は
た
ま
た
、
共
働
き
に
よ
る
面
倒
く
さ
 

さ
か
ら
か
、
小
さ
な
了
ど
も
の
い
る
家
 

八宇d .1 猛 4月I日現在 

☆人 口 8,670人（+5人） 

男 性 4,153人（12人） 

女 性 4,517人（+7人） 

☆世帯数 ・3,098世帯（+42世帯ノ 
3月中の人の動き 

・出生…4人・死 亡…8人 

・転入…67人・転出人…48人 

庭
の
お
父
さ
ん
達
は
、
ま
っ
か
っ
か
の
 

ス
。
ハ
ゲ
テ
ィ
と
か
、
 
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ん
 

か
の
お
子
様
用
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
 

の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
本
人
が
ガ
マ
 

ン
し
て
食
べ
て
い
る
の
か
、
本
当
に
好
 

き
な
の
か
は
別
に
し
て
も
複
雑
な
気
分
 

に
な
り
ま
す
。
 

「
す
ご
い
ん
だ
、
チ
ー
ズ
が
こ
う
、
ビ
 

ュ
ー
ン
っ
て
の
び
て
よ
、
」
 
…
中
学
生
 

の
頃
に
は
、
ピ
ザ
を
食
っ
た
と
い
う
だ
 

け
で
自
慢
で
き
た
時
代
も
あ
り
ま
し
 

た
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ
味
、
マ
ョ
ネ
ー
ズ
味
 

の
料
理
。
ス
ー
。
ハ
ー
に
行
け
ば
す
で
に
 

切
っ
て
あ
る
食
材
。
レ
ン
ジ
で
チ
ン
ー
 

の
料
理
が
氾
濫
し
て
い
る
の
は
、
よ
し
 

ん
ば
ョ
シ
と
し
て
も
、
仮
に
私
が
将
来
、
 

老
人
ホ
ー
ム
な
ん
か
に
入
っ
て
、
出
さ
 

れ
て
き
た
食
事
が
ま
っ
か
っ
か
だ
っ
た
 

ら
、
ハ
シ
を
置
く
と
い
う
よ
り
フ
ォ
ー
 

ク
を
置
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

※
広
報
紙
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
差
し
 

あ
げ
ま
す
。
 

役
場
企
画
開
発
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
 

さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
も
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ーnnn , n 町,、 ハハ 』 つ ハハ ハ『一『―h 
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